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Life-changingな価値を目指して



Commitment to Life

2021年2月に当社グループは、2030年に向けた新たなビジョンを掲げ、 

その実現に向けた2021-2025年 中期経営計画をスタートしました。 

このビジョン、計画のもと、 

私たちは、薬によって患者さんの生活が劇的に良くなったと感じ、

笑顔になってもらうという価値を追求し

社会的価値および経済的価値の創出を目指していきます。 

この思いをグループ全社員がしっかりと胸に刻み、 

皆さまのご期待に応え続けていきます。 Core Values 
価値観

Integrity

Innovation

Teamwork/Wa

協和キリングループは、ライフサイエンスとテクノロジーの進歩を追求し、 

新しい価値の創造により、世界の人々の健康と豊かさに貢献します。

経営理念

What we stand for
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抗体技術の進化へ挑戦を続
けることに加え、多様なモダ
リティを駆使し協和キリンの
強みを生かした創薬により、
有効な治療法のない病気の
治療に取り組んでいきます。

常に信頼され、成長が期待さ
れる企業であり続けるため、
世界トップクラスの製品品質
とオペレーショナルエクセレ
ンスを追求し続けます。

医薬品事業で培った疾患に
関する知見と最先端の科学・
技術の応用に努め、医薬品に
とどまらない社会の医療ニー
ズに応えていきます。

アンメットメディカルニーズを
満たす医薬品の提供

社会からの 
信頼獲得

患者さんを中心においた 
医療ニーズへの対応

協和キリンは、イノベーションへの情熱と多様な個性が輝くチー
ムの力で、日本発のグローバル・スペシャリティファーマとして病
気と向き合う人々に笑顔をもたらす                             な価値の継続
的な創出を実現します。

ビジョン

Life-changing

What we stand for



私たちは、患者さんを中心においた医療ニーズへの対応として、抗体技

術をはじめとした特色ある技術と、これまで培ってきた疾患領域の強

みを、オープンイノベーションで最大化させ、有効な治療法のない患者

さんのアンメットメディカルニーズを満たします。

Life-changing  

       technology
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研究開発コンセプト

Life-changing  

       technology 病気と向き合う人々の笑顔のために、Life-changingな 
“オンリーワン・バリュー”を継続的に創出します。
私たちが持っているまったく新しい技術を構築する技術基盤や、特徴的な強みを持つパートナーとのオープンイノベー

ションの活用を通じた効率的なターゲットの選定を通して、L i fe -changingな価値の創出を目指しています。

圧倒的な 
競合優位性を持つ 
Life-changingな 
価値の創出

抗体技術の進化へ挑戦を続けることに加え、
多様なモダリティを駆使して、画期的新薬
を生み出すプラットフォームを築く

これまで培った疾患サイエンス＊を活かしつ
つ、有効な治療法のない疾患に“Only-one 
value drug”を提供し続ける
＊ 腎、がん、免疫・アレルギー、中枢神経

アカデミア・スタートアップ等との共同研究活動＊の継続と、VCファンド出資/CVC活動を通じたベンチャー企業情報への早期アクセスを融合し、
進化したOI活動により外部イノベーションを取り込む
＊ サンディエゴ地区を活用した情報収集

技術軸 疾患軸

オープンイノベーション（OI）

技術×疾患×OI
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私たちは、アンメットメディカルニーズを満たす医薬品の提供を、 

グローバルで進めています。

Life-changing  

  throughout  
the world
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Life-changing  

  throughout  
the world

グローバル3品の価値の最大化

グローバル戦略3品の価値最大化を着実に進めていきます。

グローバルではCTCL初期患者での治療意義を明確にするとともに、CTCLの病勢やQOLの改善に貢献し、
日本ではATLにおける治療意義を明確にします。

XLH／切除不能TIOの標準治療との位置づけを確立し、 
持続的な成長を実現しつつ、本領域のグローバルリーダーとして貢献していきます。

臨床エビデンスを収集して、治療上のポジショニングを確立し、 
グローバルでレボドパとの併用によるオフ時間管理の標準療法になります。

Crysvita

Poteligeo

Nouriast/Nourianz

中長期展望と2021-2025年 中期経営計画

グローバル戦略品の価値最大化 次世代グローバル品による成長加速 持続的な成長と新ビジョンの実現

2025 2030

KHK4083 ・ KHK4951 ・ Other Products

既存製品および今後のローカル製品上市による事業収益の確保

グローバル戦略品拡大による成長の牽引
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私たちは、人材をイノベーションの源泉と捉え、自律と変革に挑む人材

の育成を通したイノベーションへの情熱と多様な個性が輝くチームの

力で、Life-changingな価値を実現していきます。

What  
   makes things 
　Life-changing           
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●  人材育成投資
●  市場競争力のある処遇体系への整備
●  Wellness Action 2025＊1

●  グローバル人事システム（HRIS）稼働

人材への投資と環境整備
●  価値観の浸透（企業文化改革）
●  コンプライアンス遵守とリスク感度　
●  多様性推進（DE&I宣言＊3の採択と女性マネジャー比率
向上等）

日本発のGSP*2にふさわしい企業文化

社会からの要請・社会環境変化への対応

＝

ESG先進企業としての責任

●  部門横断型データ活用基盤構築　
●  DXと新たな価値創造プロジェクト展開 
（データ基盤チーム、営業本部デジタル 
推進室設置等）　

●  デジタル化推進による働き方改革

デジタル基盤強化

Life-changingな価値を実現する人材・基盤の強化を進めます。

重点投資ポイント

自律と変革に 
挑む人材

多様性を 
力にできる 
組織

環境変化に 
対応できる 
デジタル基盤

＊1  Wellness Action 2025：製薬会社として従業員の健康を重要な課題として捉え、グローバルで健康維持増進活動を展開
＊2 グローバル・スペシャリティファーマ
＊3  DE&I宣言： ダイバーシティ、エクイティ&インクルージョン宣言。社内外のステークホルダーに当社が多様性を推進することをコミットする宣言

健康で
多様な

人材がLife-changingな価値の実現を目指して活躍できるワンチーム
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戦略の幹 マテリアリティ 関連するSDGs

社会からの
信頼獲得

製品の品質保証と安定供給

地球環境への負荷の低減

Life-changingな
価値を実現する
人材・基盤の強化

コーポレートガバナンス

事業活動における倫理と透明性

リスクマネジメントの強化

戦略の幹 マテリアリティ 関連するSDGs

アンメット 
メディカルニーズを 
満たす医薬品の 

提供

革新的な医薬品の創出

製品の価値最大化

パイプラインの充実

患者さんを
中心においた
医療ニーズへの

対応

患者アドボカシー

医薬へのアクセス向上

Life-changingな
価値を実現する
人材・基盤の強化

DE&I

人材ポートフォリオ

企業文化

デジタルトランスフォーメーション

Creating Shared Value

企業価値向上を実現するCSV経営を実践

協和キリングループは、「社会的価値の創造」と「経済的価値の創造」の両立により、企業価値向上を実現するCSV経営を実践しています。
CSV経営の実践において、社会の持続性へのインパクトとグループの事業へのインパクトの観点から、
当社グループが優先的に取り組むべき重要な課題をマテリアリティとして整理し、中期経営計画に組み込んでいます。

協和キリングループのマテリアリティ

価値創造トピック 価値向上トピック
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Corporate Data

会社概要

主要事業場

支店 研究所

札幌支店 東京リサーチパーク

東北支店 富士リサーチパーク

東京支店 バイオ生産技術研究所

千葉埼玉支店 CMC研究センター

北関東甲信越支店

横浜支店
工場

名古屋支店 高崎工場

大阪支店 宇部工場

京滋北陸支店

中国四国支店

九州支店

海外

アジア／オセアニア

Kyowa Kirin Asia Pacific Pte. Ltd.

協和麒麟（中国）製薬有限公司
Kyowa Kirin China Pharmaceutical Co., Ltd.

韓国協和キリン株式会社
Kyowa Kirin Korea Co., Ltd.

台灣協和麒麟股份有限公司
Kyowa Kirin Taiwan Co., Ltd.

協和麒麟香港有限公司
Kyowa Kirin Hong Kong Co., Limited

北米

Kyowa Kirin USA Holdings, Inc.

Kyowa Kirin, Inc.

BioWa, Inc.

Kyowa Kirin Canada, Inc.

EMEA（ヨーロッパ・中東・アフリカ）

Kyowa Kirin International plc

主要グループ会社

協和キリン富士フイルムバイオロジクス（株）

商 号 協和キリン株式会社

設 立 1949年7月1日
※ 旧協和発酵工業株式会社設立日。2008年10月1日付で 
キリンファーマ株式会社との合併により「協和醱酵工業株式会社」より 
「協和発酵キリン株式会社」に商号変更。
※ 2019年7月1日付で「協和キリン株式会社」に社名変更。

資 本 金 267億45百万円（2022年12月31日現在）

従 業 員 数 5,982人（連結ベース、2022年12月31日現在）

代 表 者 代表取締役社長　宮本 昌志

本 社 〒100-0004 東京都千代田区大手町1-9-2
TEL：03-5205-7200

連結売上収益 3,983億71百万円（2022年12月期）

事 業 内 容 医療用医薬品の研究・開発・製造・販売および輸出入等

親 会 社 キリンホールディングス株式会社

国内

協和キリンフロンティア（株）

協和キリンプラス（株）
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2023年6月https://www.kyowakirin.co.jp/


